
みやづ経済ダイジェスト
平成３０年 ４月

1 宮津市の人口・世帯数（平成30年3月末現在）
 【住民基本台帳より（外国人登録含む）】

１８，２０６人（男：８，６５６人、女：９，５５０人）
（前年同月比 －３３２人）

世帯 　８，５６３世帯
（前年同月比  －３９世帯）

＜資料：宮津市役所 市民課＞

　３月末の宮津の人口は、前年同月比-332人（-1.8％）、

世帯数は対前年同月比 -39世帯となっている。

※住民基本台帳に基づいた人口・世帯数であり、推計人口とは異なります。

2 一般職業紹介状況

＜資料：ハローワーク宮津＞ 　
宮津出張所の有効求人倍率は、32ヶ月連続で1を上回り、30ヶ月連続で増加（前年同期比）であった。

全国の有効求人倍率は94ヶ月連続、京都府では95ヶ月連続の増加であった。

【有効求人倍率とは】公共職業安定所で扱った月間有効求人数を月間有効求職者数で割ったもの。

この値が１より大きければ、求職者よりも求人数が多いことを意味し、就職口を求めている人にとっては相手を選ぶ

ことができるため有利となっており、それだけ経済に活気があると考えられる。

3 宮津観光入込状況
宮津天橋立ＩＣ・与謝天橋立ＩＣ交通量

＜資料：京都府道路公社＞

1月 2.9％、３月 1.4％の減少であった。

宮津市内主要駐車場 利用状況　※（　）は内バス台数

＜資料：宮津市役所 観光定住課・智恩寺・籠神社＞

　宮津市内主要駐車場の3ヶ月間の入込台数については、全体で前年同月比 3,899台（6.2％）の増加で

あった。また、バスについては 54台（2.2％）の減少であった。

　宮津天橋立ＩＣの交通量（入口・出口合計※無料区間分除く）は、２月は 0.6％の増加であったが、
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宮津天橋立ＩＣ 与謝・京丹後ＩＣ方面

入口 出口

 宮津→

＋2,983 ＋2,388

平成30年1月 24,356 23,985 63,645 59,806 44,608 46,816

（前年同月比） －259 －1,171 ＋952

＋2,327

＋1,735

平成30年2月

（前年同月比） ＋476 -216

3,062台（311台）

（前年同月比） -536台（-1台） -11台（＋109台） ＋1,563台 +162台（-110台）

市営天橋立 智恩寺

平成30年2月 174台（0台） 2,387台（407台） 14,289台 2,049台（496台）

（前年同月比） -56台（-2台） ＋398台（＋98台） ＋860台 ＋76台（-13台）

平成30年3月 936台（4台） 4,435台（365台） 16,429台 3,042台（528台）

（前年同月比） -745台（-5台） -190台（-20台） ＋2,442台 -64台（-110台）
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天橋立傘松公園 ケーブルカー・リフト利用客数

＜資料：丹後海陸交通株式会社＞

　前年同月比で1月は16.1％の減少であったが、

12月0.7％、2月4.9％の増加であった。

天橋立ビューランド モノレール・リフト利用客数

＜資料：天橋立総合事業株式会社＞

　前年同月比で1月は0.7％の減少であったが、

2月43.7％、3月1.8％の増加であった。

4 自動車車庫証明申請台数
　【普通車（新車・中古車）】

＜資料：宮津警察署＞

　前年同月比で1月は0.8％の増加であったが、

２月17.1％、３月16.2％の減少であった。

5 宮津景況調査アンケート（調査期間　平成３０年１月～３月）
※調査方法　建設業・小売業・卸売業・製造業・サービス業（その他）の5業種を、規模、事業内容等を考慮し、 

５０社にアンケートをお願いした。（回答企業数　２５社　５０％）

問１ 今期の貴社の状況は、昨年の同じ時期と比較してどうですか。また、今後の見通しはどうですか。
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低 下 上 昇

好 転 悪 化

過 剰 不 足

増 加 減 少

平成30年3月 232台

（前年同月比） -45台
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平成30年1月

平成29年12月 29,124人

（前年同月比） ＋201人

平成30年1月 20,301人

（前年同月比） -3,910人

平成30年2月 21,976人

（前年同月比） ＋1,022人

＋753人

平成30年1月 20,681人

（前年同月比） －147人

平成30年2月 22,209人

不変

9 10

やや かなり

（前年同月比） ＋6,757人

平成30年3月 42,669人

（前年同月比）

全 体 かなり やや

売 上 額 0 4 2

収 益 0 3 11 9 2

仕 入 単 価 0 1 11 12 1

今 後 の 売 上 見 込 0 3 8 12 2

建 設 業 かなり やや 不変 やや かなり

売 上 額 3 3

資 金 繰 り 5 1

人 手 5 1

今 後 の 売 上 見 込 2 3 1

資 金 繰 り 0 0 17 7 1

人 手 0 1 12 9 3

収 益 2 3 1

仕 入 単 価 4 2
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問２ 現在直面している経営上の問題点がありましたら記入して下さい。

◇建設業

・資金繰り ・若手技術者の確保。

・人材不足。

◇小売業

・送料、人件費の高騰。 ・人材育成。

・売上高の減少。 ・セキュリティ。

・社員、パートタイマーの人件費、電気代の高騰。

◇卸売業

・小口、少量配送（多頻度）。

・売り先（小売店）の減少による売上減少、配送経費の増加、後継者不足。

◇製造業

・運送コストの大幅な増加。

・地元での売上低下。

◇サービス業

・人材確保。

問３ 上記の問題等について、現在及び今後実行しようとしている改善策等がありましたら記入して下さい。

○現在取組んでいる改善策

◇建設業

・財務調整。 ・人材不足対策、他社との連携。

・募集継続。

・ハローワーク等に申込んだりと人材不足対策。

小 売 業 かなり やや 不変 やや かなり

売 上 額 1 4 1

収 益 1 4 1

人 手 4 2

今 後 の 売 上 見 込 2 4

1 2

かなり やや 不変 やや かなり

2 2

売 上 額 1 3

1 3

1 3

製 造 業 かなり やや 不変 やや かなり

売 上 額 1

資 金 繰 り 5 1

人 手 4 2

今 後 の 売 上 見 込 1 2 2 1

1

かなり やや 不変 やや かなり

2

人 手

売 上 額

収 益

仕 入 単 価

サ ー ビ ス 業

今 後 の 売 上 見 込 2

2

資 金 繰 り 2 1

1

1

3 2 1

1 2 3

4 1

1

3 1

1 5

5

資 金 繰 り

1

1

1 1 1

2

・人材不足。

仕 入 単 価

資 金 繰 り

収 益

仕 入 単 価

収 益

仕 入 単 価

人 手

卸 売 業

今 後 の 売 上 見 込

・人材不足。（2件）
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◇小売業

・経費節減。 ・業務の効率化。

・監視カメラの設置。こまめにＶＶをチェック。 ・販売管理費、人件費（作業効率）の見直し。

・資格取得へ向けた助成等。

◇卸売業

・経費節減。 ・得意分野の強化。

・新規取引先、他業種販売、仕入先の開拓。

◇製造業

・一人一人のスキルの向上。 ・業務効率化。

・京阪神への売り込み。 ・酒店へのサンプル出荷。

・整理整頓による業務の効率化とゴミの削減。 ・設備の刷新、効率化。人に頼らない経営。

◇サービス業

・業務の効率化。 ・現状体制に合わせた業務の見直し。

○今後実行しようとしている改善策

◇建設業

・人材確保。 ・業界のＰＲ。

◇小売業

・経費節減。（2件） ・人材不足対策。

・会社全体としての研修等増加。

・日本人観光客の入込数が年々減少し、その反面、外国人の入込数は増加しており、

それに対応出来る接客に努める。

◇卸売業

・仕入、販売先の集約。 ・業務の効率化とホームページの作成。

◇製造業

・勉強会、同業に近い業種の視察。 ・電話のみで仕事をする。

・人材の育成、若手の採用を少しずつ進める。 ・省力機械の導入を考えている。

◇サービス業

・労働環境の改善。 ・大幅な方向転換。

問４ 設備投資についてお答えください。

※ アンケートにご記入頂いたご意見等は、地域経済の厳しい現状を把握し、行政等への要望などに活用

　　させていただいております。

　　ご協力いただきました事業所様、ありがとうございました。

※ また、アンケートにご協力頂ける事業所様がございましたら当所（０７７２－２２－５１３１）までご連絡ください。

2件

1件

1件

1件

1件

建設業

製造業

サービス業他
Ｇ社

Ｈ社

Ｂ社

2件

3件

設備投資額（概算）

Ｃ社

Ｄ社

Ｅ社

Ｆ社

8,000万円　

370万円　

1件

設
備
投
資
予
定
企
業

小売業

卸売業

11,300万円　

230万円　

1,200万円　

8,500万円　

1,500万円　

150万円　

Ａ社

4

2 1

建設業 小売業 卸売業 製造業 サービス業他

1 2 2①1年以内に設備投資を行う予定である。

4 5 3 4 1②設備投資の予定はない。


